
今月号から「小規模建築物基礎設計例集」について数回に分けて紹介致します。今回は設計例集の全体構成に

ついて、次回より事業損失に関連のある「５章 修復工法」の内容についてお届けします。

【小規模建築物基礎設計例集 序（抜粋）】

２００８年２月に本会より「小規模建築物基礎設計

指針」が刊行されはや３年が経過し、この間に読者

より数多くの質問が寄せられた事を受けて、より深く

指針の内容を理解して頂くために、今回「小規模建

築物基礎設計例集」を刊行することとなった。

２０１１年 ２月 日本建築学会

【第 1 章 概要】

１.１節 設計例の概要（抜粋）

小規模建築物基礎設計指針の刊行により、おおむね目標とする戸建住宅基

考え方が定着してきた感があるが、反面、設計上の細部については設計者の

体的な諸数値を求める声も挙がっていた。本書は指針をより深く理解できるよ

に刊行したものである。

（第５章について）

第５章では修復工法の計画・設計例を示している。ここでの修復とは、大規

えども基礎に対する設計の方法は新規の場合と何ら変わることはない。これ

した技術基準類は皆無であり、本書により、修復設計の考え方が理解される事

【 次回予告 】

次回は５.１節のうち「沈下修正要否の判定」についてお届けします。
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